
１．問 題
わが国の一般人口の５人に１人は不眠症状

（入眠困難，睡眠維持困難，早朝覚醒）を患っ
ていることが明らかにされている１，２）。 さらに，
不眠症状を有する者のうち５～１９％は日中の機
能障害を有し，慢性化することが指摘されてい
る３，４，５）。睡眠障害国際分類第３版（International

Classification of Sleep Disorders, 3 rd edition:
ICSD-3）では，不眠症状および日中機能障害
が週３日以上存在し，その状態が３ヶ月以上継
続する場合，慢性不眠障害（Chronic Insomnia
Disorder）と診断される６）。慢性不眠障害は，
自然寛解することが少なく，３年間のコホート
研究では，３年間継続して慢性不眠障害を有し
ているか，もしくは不眠症状のみを有している
者が最も多いことが明らかにされている７）。ま
た，不眠症と抑うつ・不安に関する疫学研究を
まとめたシステマティックレビューによって，
不眠症の存在はその後のうつ病や不安症の発症
リスクを約３倍高めることが報告されてい
る８）。
現在，慢性不眠障害に対する治療法は，薬物
療法と認知行動療法（cognitive behavioral ther-
apy for insomnia: CBT-I）が中心である。特に
CBT-I は，慢性不眠障害患者の不眠改善に対
する有効性が高く９），慢性不眠障害を有する精
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神疾患（例えば，うつ病，PTSD）患者や身体
疾患（例えば，慢性 痛）患者に対してCBT-
I を提供すると，不眠症状だけでなく精神症状
や身体症状も大きく軽減することがメタ解析に
よって明らかにされている１０）。近年，欧米では
慢性不眠障害の治療ガイドラインの中で，CBT
-I を第一選択に推奨している５，１１）。また，CBT
-I の作用機序に関する研究では，維持要因（例
えば，過覚醒，安全確保行動，非機能的信念）
の軽減が不眠症状の改善に寄与していることが
示唆されている１２）。
慢性不眠障害に対する研究や臨床実践におい

ては，介入効果の判定や不眠が与える影響を検
討する際のアセスメントツールが利用される。
アセスメントツールのうち，慢性不眠障害に関
する研究を行う際に利用すべきエキスパート・
コンセンサスが提案されている１３）。その提案で
は，不眠症状を測定する自記式尺度（例えば，
Pittsburgh Sleep Quality Index: PSQI１４））や不
眠症状の維持要因（例えば，過覚醒）を測定す
る自記式尺度などを使用することを必須もしく
は推奨している。岡島他１５）は，不眠症に関連す
る自記式尺度について，国内外の包括的なレ
ビューを行い，国外では３８尺度，国内では１４尺
度が利用可能であることを明らかにした。また，
その尺度内容から，アウトカム変数（例えば，
不眠症状・睡眠の質）とプロセス変数（例えば，
認知・思考）に分類されている。しかしながら，
各尺度の信頼性と妥当性がどの程度確認されて
いるかを明らかにすることが課題として残され
ている。
通常，尺度の開発を行う際には，開発する尺
度の特性（例えば，信頼性，妥当性）が検証さ
れなければならない。例えば，健康関連尺度の
選択に関する合意に基づく指針（consensus-
based standards for the selection of health

measurement instruments: COSMIN）では，
尺度作成にあたり，⑴必要な人数を決めること，
⑵変化のない集団について再評価を行うこと，
⑶臨床に役立つ尺度特性を示すことなどを提唱
している１６）。また近年では，複数存在する妥当
性という概念を構成概念妥当性という単一の統
合的概念とし，尺度作成時はその妥当性を示す
証拠を検討することで評価されるように変化し
ている１７）。例えば，米国教育学会（American
Educational Research Association: AERA），米
国心理学会（American Psychological Associa-
tion: APA），全米教育測定協議会（National
Council on Measurement in Education: NCME）
が合同で発表した妥当性に関する基準１８）では，妥
当性を「テスト内容に基づく証拠（evidence based
on test content）」，「反応プロセスに基づく証拠
（evidence based on response processes）」，「内
的構造に基づく証拠（evidence based on internal
structure）」，「他の変数との関係に基づく証拠
（evidence based on relations to other vari-
ables）」に分類している（Table １）。また，
信頼性（内的整合性，再検査信頼性）は構成概
念妥当性を支える１つの証拠と捉えられる１７）。
このように，尺度を開発する際はいくつかの
証拠に基づいて妥当性を検証する必要があり，
さらにはその妥当性を支える証拠としての信頼
性についても検証されていなければならない。
しかし，不眠関連尺度においてその点を包括的
にまとめた研究はない。国内外で発表された尺
度について信頼性と妥当性の検証状況をレ
ビューすることで，利用すべき尺度や今後翻訳
すべき尺度が明確になると考えられる。
そこで本研究では，岡島他１５）で抽出された不

眠症に関する尺度について，サンプルサイズお
よび信頼性，妥当性の検証状況を明らかにする
ことを目的とした。
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AERA: American Educational Research Association. APA: American Psychological Association. NCME: National 

Council on Measurement in Education.
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２．方 法
（１）対象尺度
岡島他１５）で抽出された，不眠に関する自記式
尺度（アウトカム変数：２３尺度，プロセス変数：
１８尺度）の原版および日本語版を対象とした。
日本語版の１４尺度に関しては，⑴検索エンジン
にて再検索し掲載済みもしくは印刷中のもの，
もしくは⑵投稿中であることが確認された論文
のみを対象とした。

（２）手続き
サンプルサイズに関しては，COSMIN１６）の適
正基準のうちExcellent「項目数×７かつ １００」

に該当するものを○，good「項目数×５かつ
１００ または，項目数×５-７だが＜１００」に該
当するものを△，それ以外を×とした。
信頼性に関しては，尺度作成でよく報告され
ている内的整合性（Chronbach の�），再検査
信頼性の実施の有無について評価した。
妥当性に関してはAERAやAPA，および

NCMEの合同基準枠１８）のうち，「内的構造に基
づく証拠」と「他の変数との関係に基づく証拠」
の検証実施の有無について評価した。なお，先
行研究では旧来の分類方法を記載しているもの
が多いため，便宜上Table１に掲載した旧来の
妥当性名称を用いて分類した。

Table 1．AERAやAPA, およびNCMEの合同基準18）に基づく妥当性の新分類

Table 2．本研究によるサンプルサイズ，信頼性，妥当性の判定基準
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1

Pittsburgh Seep Quality Index19)

Pittsburgh Seep Quality Index 14)

Insomnia Severity Index20)

Insomnia Severity Index 21)

Athens Insomnia Scale22)

Athens Insomnia Scale 23)

Arabic Scale of Insomnia24)

Basic Scale on Insomnia complaints and Quality of 

Sleep25)

Bergen Insomnia Scale26)

Insomnia Symptom Questionnaire27)

Mini-Sleep Questionnaire-Insomnia28)

Minimal Insomnia Symptom Scale29)

Regensburg Insomnia Scale30)

SleepMed Insomnia Index31)

3 (3 Dimensional Sleep Scale)32)

Women’s Health Initiative Insomnia Rating Scale33)

Glasgow Sleep Impact Index34)

Insomnia Diurnal Impact Scale35)

Sleep Functional Impact Scale36)

Sleep Condition Indicator37)

Insomnia Screening Scale based on ICSD-II38)

Pediatric Insomnia Severity Index39)

Children’s Sleep Comic40)

Pediatric Sleep Clinical Global Impressions Scale41)

Youth Self-rating Insomnia Scale42)

各評価の判定基準については，Table２にま
とめた。

３．結 果
各尺度の信頼性と妥当性の実施状況について
整理したものをTable３，４に示した。尺度の
カテゴリ化については，岡島他１５）を踏襲した。
日本語版尺度については，岡島他１５）で学会発
表のみ確認されていた７尺度のうち，Metacog-
nitions Questionnaire-Insomnia（MCQ-I）日
本語版５１），Pre-Sleep Arousal Scale（PSAS）日
本 語 版５３），Sleep-Related Behaviors Scale

（SRBQ）日 本 語 版６１）お よ び Sleep Hygiene
Practices Scale（SHPS）日本語版６５）が出版ま
たは印刷中であった。

（１）アウトカム変数
「不眠症状・睡眠の質」カテゴリは主に，不
眠症状の程度を測定する尺度が含まれる。この
カテゴリでは，すべての尺度において十分なサ
ンプルサイズのもとで信頼性と妥当性の検証が
行われていることが確認された。信頼性と妥当
性の検証が最も多くなされているのは
Women’s Health Initiative Insomnia Rating

Table 3．アウトカム変数におけるサンプルサイズ，信頼性，妥当性の判定結果

1因子分析は内的構造に基づく証拠，収束的妥当性，弁別的妥当性，基準関連妥当性は他の変数との関係に基づく証拠に含まれる。
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Scale３３）であった。
「日中機能障害」カテゴリは，不眠症状によ
る日中の機能障害の程度を測定する尺度が含ま
れる。このカテゴリでは，すべての尺度におい
て十分なサンプルサイズのもとで信頼性と妥当
性の検証が行われていた。一方で，Insomnia
Diurnal Impact Scale３５）と Sleep Functional
Impact Scale３６）では，複数の信頼性と妥当性の
検証を行っていたものの，Glasgow Sleep
Impact Index３４）は信頼性のみ検討されていた。
「不眠スクリーニング」カテゴリでは，不眠
症の診断基準に該当する者を選定するための尺
度が含まれる。このカテゴリについても同様に，
十分なサンプルサイズのもとで複数の信頼性と
妥当性の検証が行われていた。
未成年の不眠を対象に開発・作成された「子
ども用」カテゴリでは，Pediatric Sleep Clinical
Global Impressions Scale４１）以外は，すべて十分
なサンプルサイズによって信頼性と妥当性が検
証されていた。中でも Pediatric Insomnia
Severity Index３９）は，再検査信頼性以外はすべ
て検証されていた。
「アウトカム変数」尺度全体を見ると，信頼
性に関しては内的整合性の実施率に比べて，再
検査信頼性を実施している研究が少なかった。
妥当性に関しては弁別的妥当性を検証している
研究が少ない傾向であった。

（２）プロセス変数
「認 知・思 考」カ テ ゴ リ で は，Glasgow
Content of Thoughts Inventory４８）とMCQ-I５０）

以外は，十分なサンプルサイズによって信頼性
と妥当性が検証されていた。ただし，MCQ-I
日本語版５１）に関しては，十分なサンプルサイズ
が確保されており，かつ原版MCQ-I５０）よりも
複数の信頼性と妥当性が検証されていた。

「過覚醒」カテゴリは，身体的過覚醒や認知
的過覚醒を測定する尺度が含まれる。このカテ
ゴリでは，Hyperarousal Scale５６）以外は，十分
なサンプルサイズが確保されていた。
PSAS５２，５３）および，Ford Insomnia Response to
Stress Test（FIRST）５４，５５）は原版，日本語版
ともに複数の信頼性と妥当性が検証されてい
た。PSASに関しては，原版では内的構造に基
づく証拠（因子分析）が行われていなかったも
のの，日本語版では因子分析によってその内的
構造が裏づけられている。
「不安・先入観」カテゴリは，不眠状態に対
する不安感と，上手く眠れなかった場合にとる
手段について測定する尺度が含まれる。このカ
テゴリでは，すべての尺度において十分なサン
プルサイズによって信頼性と妥当性が検証され
ていた。
「安全確保行動・脅威モニタリング」カテゴ
リは，眠れないときに行っている不安を避ける
ための回避行動（安全確保行動）と睡眠に関連
した刺激に対する注意の向きやすさ（脅威モニ
タリング）を測定する尺度が含まれる。このカ
テゴリでは，SRBQ６０）以外は，十分なサンプル
サイズによって信頼性と妥当性が検証されてい
た。ただし，SRBQ日本語版６１）に関しては，十
分なサンプルサイズが確保されていた。
「睡眠衛生」カテゴリは，アルコールなどの
嗜好品や運動習慣などの実践について測定する
尺度が含まれる。このカテゴリでは，SHPS６４）

は若干サンプルサイズが少ないものの，すべて
の尺度で十分なサンプルサイズが確保されてい
た。また，SHPS 日本語版６５）では十分なサンプ
ル数によって信頼性と妥当性が検証されてい
た。
「プロセス変数」尺度全体を見ると，信頼性
に関しては内的整合性の実施率に比べて，再検

岡島 義・田中佑樹・乳原彩香・井端塁衣・尾棹万純
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1

Dysfunctional Beliefs and Attitudes about Sleep Scale-1643) 

Dysfunctional Beliefs and Attitudes about Sleep Scale-16  
44)

Insomnia Catastrophzing Scale45) 

46) 

Thought Control Questionnaire-Insomnia Revised47) 

Glasgow Content of Thoughts Inventory48) 

Insomnia Daytime Worry Scale49) 

Metacognitions Questionnaire-Insomnia50) 

Metacognitions Questionnaire-Insomnia 51)

Pre-Sleep Arousal Scale52) 

Pre-Sleep Arousal Scale 53)

Ford Insomnia Response to Stress  Test54) 

Ford Insomnia Response to Stress  Test 55)

Hyperarousal Scale56) 

Sleep Preoccupation Scale57) 

Anxiety and Preoccupation about Sleep Questionnaire58) 

Sleep-Associated Monitoring Index59) 

Sleep-Related Behaviors Questionnaire60) 

Sleep-Related Behaviors Questionnaire 61)

Glasgow Sleep Effort Scale62) 

Sleep Hygiene Index63) 

Sleep Hygiene Practices Scale64) 

Sleep Hygiene Practices Scale 65)

Adolescent Sleep Hygiene Scale66) 

査信頼性を実施している研究が少なかった。妥
当性に関しては弁別的妥当性を検証している研
究が少ない傾向であった。

（３）日本語版尺度と原版尺度の比較
邦訳された尺度である Pittsburg Sleep Qual-

ity Index（PSQI）１９），Insomnia Severity Index
（ISI）２１），Athens Insomnia Scale（AIS）２３），
DBAS-１６４４），MCQ-I５１），PSAS５３），FIRST５５），
SRBQ６１），SHPS６５）の信頼性，妥当性の検証数
を原版と比較した結果，ISI２１），DBAS-１６４４），
FIRST５５）以外の尺度は，原版よりも多くの検証を

行っていることが分かった。また，MCQ-I５１），
SRBQ６１），SHPS６５）は，原版で不足していたサ
ンプルサイズの問題を解消し，その上で信頼性
と妥当性を検証されていた。

４．考 察
本研究の目的は，岡島他１５）で抽出された不眠

症に関する尺度について，サンプルサイズおよ
び信頼性，妥当性の検証状況を明らかにするこ
とであった。検証の結果，多くの尺度が十分な
サンプルサイズのもとで複数の信頼性と妥当性
を検討していることが明らかとなった。

Table 4．プロセス変数におけるサンプルサイズ，信頼性，妥当性の判定結果

1因子分析は内的構造に基づく証拠，収束的妥当性，弁別的妥当性，基準関連妥当性は他の変数との関係に基づく証拠に含まれる。
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全体の傾向として，信頼性は内的整合性の実
施率に比べて再検査信頼性の実施率が低いこ
と，また，妥当性は弁別的妥当性を検証してい
る研究が少なかった。一般的に内的整合性は同
様の質問に対する回答の一貫性を測定するのに
対し，再検査信頼性は同一尺度の安定性を測定
している。この点を踏まえると，不眠関連尺度
の多くは安定性が検証されていないため，繰り
返し実施した際の結果が信頼できるかどうかが
保証されていないといえる。
弁別的妥当性に関しては，理論上異なる尺度
が統計的にも区別できるかどうかは研究および
臨床上，重要な点である。例えば，弁別的妥当
性を検証した PSAS日本語版５３）では，PSAS（維
持要因としての過覚醒を測定），FIRST（素因
としての過覚醒を測定），DBAS-１６（維持要因
としての認知・思考を測定）の３尺度を同時に
探索的因子分析にかけた結果，尺度ごとに明確
に区別されることを確認している。このように
似た構成概念尺度を明確に区別することは研究
の発展上重要な要素であるため、今後は，再検
査信頼性や弁別的妥当性についても積極的に検
証を行う必要があるだろう。
アウトカム変数の「不眠症状・睡眠の質」カ
テゴリの中でもゴールドスタンダードと考えら
れる１５），PSQI，ISI，AIS に関しては，原版，
日本語版ともに ISI と AIS において複数の妥
当性が検証されていることが分かった。これら
の３尺度は非常に強い相関関係が認められてい
ることから２３，６７），どの尺度を利用しても同一の
不眠症状を測定できていると考えられる。
邦訳された９尺度のうち６尺度において，原
版尺度よりも多くの信頼性と妥当性を検証して
いた。これは，日本語版尺度が適切な構成概念
を反映している証拠である。その中でも，
MCQ-I５１）（「認知・思考」カテゴリ），SRBQ６１）

（「安全確保行動・脅威モニタリング」カテゴ
リ），SHPS６５）（「睡眠衛生」カテゴリ）は，原
版で問題となっていたサンプルサイズの問題を
クリアしている。結果として，MCQ-I と SRBQ
日本語版は，原版よりも項目数が減少してい
る５１，６１）。このような点からも，日本語版尺度は，
原版の不足点を補う形で信頼性と妥当性が検証
された適切な尺度であるといえるだろう。

５．本研究の限界と今後の課題
本研究の限界点として，第１に，AERAや
APA，および NCMEが提案した妥当性の合同
基準枠１８）のうち，「テスト内容に基づく証拠」や
「反応プロセスに基づく証拠」については，報
告が少なくまた，検証方法も確立されていない
ため，本研究では対象としなかったことがあげ
られる。これらを検証するためには，尺度項目
についての具体的な内容の記述やスコアリング
方法を明記したマニュアルの存在や専門家によ
る尺度項目の適切性についての判定，回答者ご
との反応プロセスの分析などを行う必要があ
る１８）。第２に，信頼性と妥当性の具体的な数値
について検討していないことである。複数の信
頼性と妥当性が検証されていても，適切な統計
値が得られていなければ尺度としての利用価値
は低下してしまう。現段階では，信頼性（例え
ば，Chronbach の�係数）や妥当性（例えば，
標準偏回帰係数）の値について，合意される値
が明確に基準化されておらず，それ故，先行研
究間でも報告が一致していない。そのことから，
本研究では具体的な数値の判定は避けたが，今
後はこの点についても検証していく必要がある
だろう。
以上のことから，不眠関連尺度の多くは，十
分なサンプルサイズの元で，複数の信頼性と妥
当性が適切に検証されていることが分かった。
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現在，日本語版の存在しない尺度については，
本研究の結果をもとに信頼性と妥当性が複数確
認されている尺度を翻訳することが望まれる。
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Abstract

Normally, when developing a scale, the properties of the scale（e.g., reliability and validity）must
be verified. However, there are no studies that comprehensively address this issue with regard to
insomnia-related scales. Therefore, the purpose of this study was to clarify the verification of the
sample size, reliability, and validity of insomnia-related scales. The scope of the study covered the
original and Japanese versions of insomnia-related self-rated scales（outcome variables : 23 scales ;
process variables : 18 scales）extracted by Okajima et al.（Bulletin of Center for Clinical Psychol-
ogy, 20, 45-58, 2020）. As a result, it was found that the multiple reliability and validity criteria of
most of the insomnia-related scales from Japan and other countries were appropriately verified
based on adequate sample sizes. With respect to reliability, in comparison to the ratio of implemen-
tation of internal consistency, a small number of studies implemented test-retest reliability. With
respect to validity, few studies verified discriminant validity. Scales that have undergone multiple
confirmations for reliability and validity based on the results of this study that do not currently
exist in the Japanese language should be translated in the future.

Keywords：Insomnia, self-rating scale, Japanese version, reliability, validity
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